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1. はじめに 

 路面平坦性の悪化は,車両乗員の快適性や安全性に

影響を及ぼす．近年，道路ストックの老朽化に伴い，

新設に比べ維持修繕に対する社会的関心が高まってお

り，効果的な平坦性モニタリング技術が必要となって

いる．平成 28年 10月に舗装点検要領が制定され 1)，定

期的な路面の点検が必須となっている．本研究では，

北海道オホーツク地域の中核都市である A市と B市を
対象として，簡易路面平坦性モニタリング技術による

IRI(国際ラフネス指数)の調査結果をもとに，(1)A市お
よび B市における GIS(Geographic Information System)
を用いた路面状況の可視化，および(2)B市における路
面の継続調査結果に基づく IRIの経年変化について検
討した． 

 

2. 調査方法 

 路面測定は，簡易路面平坦性測定装置(以下MPM 
:Mobile Profilometer)を使用し，A市及び B市の管理す
る路線を走行し測定した．MPMとは，図-1に示すよう
に車体のバネ上バネ下にそれぞれ加速度計を取り付け，

測定した加速度から IRIを算出するものである 2)．市販

車に無改造で取り付けが可能なことから汎用性があり，

専用の測定車に比べて低価格で測定を行えることが特

徴である．また，車両の振動加速度から IRIの測定を行
うため湿潤や凍結などの路面状況にかかわらず乗り心

地に直結するデータを取得することができる．なお,IRI
の算出間隔は，A市は生活道路を中心とした調査であ
ることから 10mとし，B市は幹線道路が対象であるた
め 100mとした． 
 

3. 調査結果 

3.1 A市における調査結果 
 簡易路面平坦性モニタリングによる IRIの調査結果
は GISを用いて可視化した 3)．GISを用いることで，紙
面上の地図と比較し膨大なデータの扱いが容易となり， 

 

図-1 MPM概要 
 

 
図-2 A市における IRI調査結果の可視化 

 

 
図-3 B市における IRI調査結果の可視化 

 

情報の管理や分析，データの更新，作業の効率化が可

能となる．図-2に A市における調査結果を示す．大局
的に見ると IRIは良好に見えるが，交差点付近における
局所的な平坦性の低下が窺える．このように IRI測定デ
ータを可視化することにより，局所的な平坦性の低下

を容易に確認することが可能となる． 
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3.2 B市における調査結果 
 B市では主要な道路である路線 a，b，cを対象に路面
調査を行った．図-3は路線 a，b，cの位置ならびに IRI
の調査結果を示したものである．図-4に，IRI の値が
3mm/m未満ならば 1，3mm/m以上 5mm/m未満ならば 2，
5mm/m以上 8mm/m未満ならば 3，8mm/m以上ならば 4
とした IRI 分類の経年変化を示す．なお，2016 年から
2017 年にかけて IRI の値が低下していることから，当
該期間中に維持修繕がなされたことが予想される． 

 

3.3 B市幹線道路における IRIの経年変化 
図-5に IRI の経年変化を示す．図より路線ごとに経

年変化に大きな違いが無いことから，交通特性が未知

の場合であっても，IRIを高頻度にモニタリングするこ
とで，平坦性の経年変化を予測できるものと考えられ

る．また，2011年から 2016年における路線 a，b，cの
IRI 変化は，表-1に示す通り，それぞれ 0.42mm/m/年，
0.40mm/m/年，0.22mm/m/年であり，全路線の平均は
0.35mm/m/年であった． 
 

4. おわりに 

 本研究は，簡易路面平坦性モニタリング技術を実装

し，A市および B市の IRI調査結果をもとに，路面性
状の可視化および経年変化について検討したものであ

る．本研究で得られた知見を下記に記す． 

(1) IRI測定データを可視化することにより，局所的な
平坦性の低下を容易に確認することが可能となる．

特に，A市でのMPMによる簡易路面平坦性モニタ
リングは，本研究が初であり，その有効性を確認

することができた． 

(2) MPMによる IRIの高頻度モニタリングは，地方自
治体においても平坦性の経年変化の予測を可能に

し，今後の効率的な舗装の維持修繕に寄与するも

のと期待できる． 

(3) 北海道オホーツク地域の中核都市における，幹線
道路の IRIの経年変化量は平均 0.35mm/m/年である
ことがわかった． 

 定期的かつ高頻度に定量的な路面調査を行うことは，

地方自治体における効率的な路面の維持修繕につなが

り，舗装管理に関わる費用を最適化するための舗装マ

ネジメントシステム(PMS)構築へ貢献するものと期待
できる． 
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図-4 B市幹線道路における IRI分類の経年変化 

 

 
図-5 B市における IRIの経年変化 

 

表-1 B市における IRIの経年変化量 

路線 IRI経年変化量（mm/m/年) 
a 
b 
c 
平均 

0.42 
0.40 
0.22 
0.35 
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